
スペースプラザ

み
は
し
不
燃
装
飾
部
材
「
サ
ン
メ
ン
ト
セ
ラ
」

日
本
発
明
振
興
協
会
第
３
８
回
発
明
大
賞
候
補
者
募
集

ア
ジ
ア
物
性
材
料
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
各
種
レ
ア
メ
タ
ル
材
料
を
提
供

エ
ク
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
小
ロ
ッ
ト
・
短
納
期
に
お
応
え
す
る
時
間
完
全
無
休
の
コ
ン
ビ
ニ
工
場

新
日
本
印
刷
あ
な
た
の
俳
句
・
短
歌
を
本
に
し
ま
せ
ん
か

コ
ミ
ー
「
や
わ
ら
か
ミ
ラ
ー
」
シ
リ
ー
ズ

ダ
イ
シ
ョ
ー
何
で
も
固
着
の
『
ピ
タ
ッ
ト
』

ジ
ュ
ー
レ
ッ
ク
ス
企
業
の
節
電
対
策
に
最
適
な
電
力
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｊ
Ｅ
Ｍ

ワ
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
「
さ
す
股
」
は
防
御
の
器
具

初
野
建
材
工
業
地
球
に
優
し
い
六
価
ク
ロ
ム
浄
化
剤
『
再
生
６
出
な
し
』

道
頓
堀
麦
酒
醸
造
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
道
頓
堀
地
ビ
ー
ル
」

鶴
賀
電
機
熱
中
症
予
防
シ
ス
テ
ム

共
栄
ダ
イ
カ
ス
ト
金
型
か
ら
の
一
貫
生
産

デ
ー
タ
・
テ
ッ
ク
運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
診
断
す
る
ア
プ
リ
ｉ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

高
橋
監
理
地
中
熱
暖
房
「
ア
ー
ス
・
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
新
発
売

南
勢
小
橋
電
機
員
数
管
理
の
で
き
る
ラ
ベ
ル
剥
離
機

　
気
く
ば
り
ミ
ラ
ー
の
メ
ー

カ
ー
、
コ
ミ
ー
で
は

ラ

ミ

ラ
ミ
ド
ー
ム

に
続

き
２
０
１
０
年

ラ
ミ
コ
ー

ナ
ー

が
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
き
く
ば
り
の
「
機
能
」
と

「
シ
ン
プ
ル
」
と
「
超
軽
量

化
」
を
と
こ
と
ん
追
求
し
た

結
果

や
わ
ら
か
ミ
ラ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ー
の
き
く
ば
り
ミ
ラ

ー
は
、
オ
フ
ィ
ス
、
工
場
、

商
空
間
、
公
共
施
設
な
ど

で
、
安
全
・
防
犯
・
サ
ー
ビ

ス
・
効
率
ア
ッ
プ
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

【
ラ
ミ
】

◆
品
番
：
Ｌ
５

　
　
　
　
２
万
６
０
０
０
円

◆
品
番
：
Ｌ
７

　
　
　
　
３
万
８
０
０
０
円

【
ラ
ミ
ド
ー
ム
】

◆
品
番
：
Ｌ
Ｔ
７

　
　
　
　
２
万
４
０
０
０
円

◆
品
番
：
Ｌ
Ｔ
７

　
　
　
　
４
万
８
０
０
０
円

【
新
発
売
　ラ
ミ
コ
ー
ナ
ー

◆
品
番
：
Ｌ
Ｃ
７

　
　
　
　
２
万
８
０
０
０
円

　
お
問
い
合
わ
せ
先

コ
ミ

ー

株

、
〒

―

埼
玉

県
川
口
市
並
木
１
の
５
の

、

０
４
８
・
２
５
０
・

５
３
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ジ
ュ
ー
レ
ッ
ク
ス

は
、

先
進
的
な
消
費
電
力
の
削
減

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
　

　
企
業
内
の
パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ

Ｔ
機
器
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
な
が
る
機
器
全
体
の
消

費
電
力
を
、
統
合
的
に
可
視

化
し
て
制
御
し
、
最
適
な
電

力
管
理
を
実
現
す
る
技
術
を

開
発
し
ま
し
た
。

　
ジ
ュ
ー
レ
ッ
ク
ス
社
が
提

供
す
る
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
ｏ
ｕ
ｌ
ｅ

Ｘ
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
Ｍ
ａ
ｎ
ａ

ｇ
ｅ
ｒ

Ｊ
Ｅ
Ｍ

」
は
、

特
別
な
装
置
や
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
必

要
無
い
た
め
、
大
規
模
な
シ

ス
テ
ム
で
も
短

期
間
で
簡
単
に

導
入
で
き
ま

す
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｍ
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
接

続
さ
れ
た
全
デ

バ
イ
ス
の
消
費

電
力
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
可
視
化
・
分
析
・

制
御
で
き
る
の
で
、
企
業
の

節
電
に
と
て
も
効
果
的
で

す
。

　
す
で
に
欧
米
で
は
大
手
金

融
／
製
造
／
運
輸
／
小
売
り

業
な
ど
、
１
５
０
社
を
超
え

る
大
手
企
業
で
の
導
入
実
績

が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ

び
Ｃ
Ｏ
２
の
大
幅
な
削
減
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
で
も
大
手
企
業
の
試

験
導
入
で
節
電
効
果
が
実
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ジ
ュ

ー
レ
ッ
ク
ス

、
本
社
　
〒

東
京
都
品
川
区
西
五

反
田
２
の

の
９
、

０
３

・
５
４
３
６
・
８
０
６
６

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

簡
単
に
地
震
対
策
が
で
き
る

転
倒
防
止
シ
ー
ト

な
ん
で

も
固
着
の
ピ
タ
ッ
ト

は
、

使
い
や
す
く
安
価
な
う
え
、

非
常
に
幅
広
い
用
途
の
あ
る

地
震
対
策
用
品
で
す
。

　
厚
み
、
わ
ず
か
、
０
・
８

の
不
織
布
製
で
、
留
め

た
い
も
の
の
形
体
に
よ
っ
て

自
由
に
大
き
さ
や
形
を
簡
単

に
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
う
え
、
固
着
力
は
、

強
力
で
震
度
７
ク
ラ
ス
の
激

し
い
揺
れ
か
ら
家
具
や
家
電

品
、
い
ま
ま
で
地
震
対
策
に

困
っ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
や
美

術
品
、
水
槽
、
花
瓶
な
ど
、

形
体
が
ま
ち
ま
ち
で
種
類
が

多
い
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
対
応

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
事
務
所
や
工
場
の

事
務
機
器
及
び
精
密
機
器
な

ど
、
大
き
な
も
の
か
ら
小
さ

な
も
の
ま
で
簡
単
に
転
倒
防

止
が
可
能
で
す
。

ピ
タ
ッ

ト

を
必
要
な
大
き
さ
に
カ

ッ
ト
し
て
、
留
め
た
い
も
の

の
底
に
貼
っ
て

時
間
放
置

し
て
お
く
だ
け
で
地
震
対
策

完
了
で
す
。
一
端
留
め
た
も

の
を
剥
が
す
の
も
容
易
で

す
。

　
従
っ
て
、
移
動
す
る
こ
と

も
手
間
無
く
で
き
る
安
心
で

安
全
な
地
震
対
策
用
品
で

す
。

　
価
格
は
、
７
×

　

枚
入
り
　
３
７
８
０
円

税
込

　
５
枚
入
り
　
１

８
９
０
円

税
込

　
詳
し
い
情
報
・
ご
購
入

は
、
ダ
イ
シ
ョ
ー
シ
ョ
ッ
プ

・

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
日
本
発
明
振
興
協
会
と
日

刊
工
業
新
聞
社
共
催
に
よ
る

「
発
明
大
賞
表
彰
事
業
」
は

平
成

年
度

第

回

候

補
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。

　
本
事
業
は
わ
が
国
の
中
堅

・
中
小
企
業
の
発
明
考
案
を

積
極
的
に
育
成
か
つ
奨
励
す

る
目
的
で
昭
和

年
に
創
設

し
た
も
の
で
、
当
協
会
の
発

明
振
興
事
業
を
理
解
し
、
多

額
の
基
金
を
寄
付
さ
れ
た
篤

志
の
果
実
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
応
募
発
明
は

厳
正
公
平
に
審
査
し
、
こ
れ

ま
で
に
優
れ
た
発
明
が
数
多

く
受
賞
、
各
方
面
で
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
賞
の
種
類

発
明
大
賞

画
期
的
な
発

明
考
案
に
よ
り
、
わ
が
国

産
業
の
発
展
と
国
民
生
活

の
向
上
に
大
き
な
業
績
を

あ
げ
た
企
業
及
び
個
人
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、

審
査
の
結
果
、
特
に
優
秀

な
も
の
に
贈
呈
し
ま
す
。

発
明
大
賞
本
賞
１
件

発
明
大
賞
東
京
都
知
事

賞
１
件

発
明
大
賞
日
本
発
明
振

興
協
会
会
長
賞
１
件

発
明
大
賞
日
刊
工
業
新

聞
社
賞
１
件

発
明
功
労
賞

優
れ
た
発

明
考
案
に
よ
り
、
わ
が
国

産
業
の
発
展
と
国
民
生
活

の
向
上
に
業
績
を
あ
げ
た

企
業
、
個
人
ま
た
は
グ
ル

ー
プ
に
対
し
て
贈
呈
し
ま

す
。―

発
明
功
労
賞
７
件

考
案
功
労
賞

優
れ
た
発

明
考
案
に
よ
り
業
績
を
あ

げ
た
企
業
、
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
贈
呈

し
ま
す
。

―

考
案
功
労
賞

件

発
明
奨
励
賞

優
れ
た
業

績
が
今
後
期
待
さ
れ
る
発

明
考
案
を
行
っ
た
企
業
、

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
に

対
し
て
贈
呈
し
ま
す
。

―

発
明
奨
励
賞
５
件

◆
応
募
資
格

　
中
堅
・
中
小
企
業

資
本

　
金

億
円
以
下
の
企
業

　
お
よ
び
個
人
発
明
者
ま
た

　
は
グ
ル
ー
プ

◆
後
　
援

文
部
科
学
省
・
経
済
産
業

省
・
特
許
庁
・
中
小
企
業

庁
・
東
京
都
・
日
本
商
工

会
議
所
・
日
本
弁
理
士
会

・
東
京
商
工
会
議
所

◆
応
募
期
間

　
平
成

年
７
月
１
日
―
９

　
月

日

◆
表
彰
式

　
平
成

年
３
月
中
旬
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

公

財

日
本
発
明
振
興
協
会
・

発
明
大
賞
推
進
委
員
会
、

０
３
・
３
４
６
４
・
６
９
９

１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
３
４
６

４
・
６
９
８
０

　
ア
ジ
ア
物
性
材
料

〒

―

神
奈
川
県
横
浜
市
緑

区
中
山
町
１
２
０
０
、

０

４
５
・
９
３
１
・
４
８
４

１

で
は
、
次
の
も
の
を
ご

提
供
し
て
い
ま
す
。

診
断
用
Ｘ
線
医
療
機
器
向

　
け
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
セ
レ
ン

　
及
び
セ
レ
ン
合
金

Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ

Ｃ
ｕ
・
Ｉ
ｎ

　
・
Ｇ
ａ
・
Ｓ
ｅ

太
陽
電

　
池
向
け
セ
レ
ン
・
イ
ン
ジ

　
ウ
ム
・
ガ
リ
ウ
ム

真
空
パ
ッ
キ
ン
グ
材
と
し

て
イ
ン
ジ
ウ
ム
箔
及
び
線

量
の
大
小
問
わ
ず
お
客
様

の
ご
希
望
に
応
じ
た
形

状
、
指
定
品
位
で
供
給
可

能
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
発
生
屑
の
再
生
加
工
ま

た
は
買
い
取
り
も
い
た
し

ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
エ
ク
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

は
、　小
ロ
ッ
ト
、　短
納
期
、　緊

急
品
を

時
間
完
全
無
休
３

６
０
日
稼
働
す
る
コ
ン
ビ
ニ

工
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
試
作
か
ら
量
品
ま
で
、
機

械
加
工
・
マ
シ
ニ
ン
グ
加
工

・
自
動
Ｎ
Ｃ
旋
盤
・
Ｎ
Ｃ
旋

盤
・
複
合
加
工
と
金
属
加
工

の
あ
ら
ゆ
る
形
状
に
対
応

し
、
幅
広
く
お
客
様
の
ご
注

文
に
お
応
え
し
ま
す
。

　
規
格
品
や
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
、
小
物
か
ら
大
物
ま
で
、

高
精
度
な
ご
要
望
に
お
応
え

し
ま
す
。

　
即
日
見
積
り
か
ら
納
品
ま

で
最
短
３
日
か
ら
で
の
対
応

が
可
能
で
す
。

【
主
な
設
備
】

Ｎ
Ｃ
旋
盤

台
・
自
動
Ｎ
Ｃ

旋
盤

台
・
Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤

台
・
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

・

台
・
Ｎ
Ｃ
複
合
旋
盤
・

ワ
イ
ヤ
ー
放
電
加
工
・
円
筒

研
削
盤
・
平
面
研
削
盤
・
フ

ラ
イ
ス
盤
　
他

　
お
問
い
合
わ
せ
先

エ

ク
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
〒

―

福
島
県
田
村
市
常
葉
町

常
葉
字
七
日
市
場

、

０

２
４
７
・
７
７
・
４
１
９

６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
７
・
７

７
・
４
１
９
７

　
共
栄
ダ
イ
カ
ス
ト

は
、

大
阪
府
東
大
阪
市
の
ダ
イ
カ

ス
ト
工
場
で
す
。

　
ダ
イ
カ
ス
ト
と
は
金
型
鋳

造
法
の
ひ
と
つ
で
、
金
型
に

溶
か
し
た
金
属
を
高
い
圧
力

で
流
し
込
む
こ
と
で
す
。
表

面
が
美
し
く
寸
法
精
度
の
高

い
精
密
鋳
物
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
機
械
で
鋳
造
す

め
た
め
、
短
時
間
で
大
量
に

生
産
で
き
ま
す
。

　
中
心
と
な
る
材
料
は
、
亜

鉛
合
金
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
で
、
自
動
車
部
品
、
弱
電

部
品
、
建
築
金
物
、
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
、
鞄
の
金
具
、
メ
タ

ル
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
多

岐
に
わ
た
る
製
品
に
な
り
ま

す
。

　
鋳
造
の
み
の
ダ
イ
カ
ス
ト

工
場
が
多
い
な
か
、
弊
社
で

は
、
金
型
を
社
内
で
製
作

し
、
鋳
造
、
加
工
、
表
面
処

理
、
検
査
ま
で
を
一
括
し
て

請
け
負
い
ま
す
。
提
案
型
の

工
場
で
、
イ
ラ
ス
ト
や
イ
メ

ー
ジ
か
ら
図
面
を
作
成
し
て

製
品
を
作
成
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
：
２
０

０
８
認
証
工
場
で
、
品
質
管

理
に
も
重
き
を
お
い
て
い
ま

す
。

モ
ノ
づ
く
り

で

お
悩
み
な
ら
是
非
弊
社
ま

で
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

共
栄

ダ
イ
カ
ス
ト

営
業
部
、
〒

―

大
阪
府
東
大
阪
市
柏

田
西
３
の
９
の

、

０
６

・
６
７
２
９
・
５
５
５
５
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
・
６
７
２
９
・

３
３
５
５

担
当

金
崎
竜
三

カ
ネ
ザ

キ

　
鶴
賀
電
機
の
熱
中
症
に
効

果
的
な

熱
中
症
予
防
シ
ス

テ
ム

が
、
国
土
交
通
省
の

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

新
技
術
情
報

シ
ス
テ
ム

に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　
環
境
省
を
は
じ
め
各
省

庁
、
監
督
官
庁
は
熱
中
症
予

防
の
た
め
に
熱
中
症
危
険
度

を
示
す
厚
さ
指
数

Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ

の
積
極
的
活
用
を
働
き

か
け
て
お
り
、
学
校
や
建
設

中
の
製
造
現
場
に
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

測
定
器
が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
熱
中
症
予
防
シ
ス
テ
ム

は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
製
品
で
は

対
応
が
難
し
い
と
さ
れ
る
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
連
続
計
測
を
行

い
、
大
形
デ
ジ
タ
ル
表
示
や

大
形
パ
ネ
ル
に
測
定
結
果
を

表
示
し
、
同
時
に
多
く
の
人

へ
熱
中
症
危
険
度
と
そ
の
予

防
対
策
を
告
知
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
測
定
さ
れ
た
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
を
、
有
線
ま
た
は
無
線

で
離
れ
た
保
健
室
や
現
場
管

理
事
務
所
な
ど
に
伝
送
し
、

表
示
す
る
と
共
に
Ｐ
Ｃ
に
よ

る
測
定
デ
ー
タ
の
記
録
や
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
熱
中
症
危
険

度
を
知
ら
せ
る
電
子
メ
ー
ル

を
自
動
配
信
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

鶴
賀

電
機

　
販
売
企
画
部
、
〒

―

大
阪
市
住
吉
区
南
住

吉
１
の
３
の

、

０
６
・

６
６
９
２
・
６
７
０
０
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
６
・
６
６
０
６
・
８

１
１
５

担
当

本
間
郁
男

　
お
客
様
の
満
足
を
や
り
が

い
に
、
地
中
熱
暖
房
シ
ス
テ

ム
を
破
格
の
一
機

万
円
で

新
発
売
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ー
ス
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
」
の
長
所
は
、
体
に
優

し
い家

の
中
は
ど
こ
で
も
同
じ

　
暖
か
さ
・
涼
し
さ
、
家
全

　
体
に
床
暖
房
・
床
冷
房
し

　
た
の
と
同
じ
で
す
。

昼
も
夜
も
穏
や
か
な
終
日

　
冷
暖
房
で
す
。

エ
ア
コ
ン
の
風
が
直
接
体

　
に
当
た
る
不
快
感
が
あ
り

　
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
家
計
と
地
球
に

も
優
し
い

初
期
コ
ス
ト
は
不
要
に
な

　
る
エ
ア
コ
ン
よ
り
低
額
で

　
「
ア
ー
ス
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

　
テ
ム
」
の
た
め
の
支
出
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
コ
ス
ト
は
４

の
送

　
風
モ
ー
タ
ー
で
エ
ア
コ
ン

　
の
１
０
０
分
の
１
程
度
で

　
す
。

地
中
熱
を
利
用
す
る
こ
と

　
で
、
そ
の
分
化
石
燃
料
を

　
使
わ
な
い
循
環
型
シ
ス
テ

　
ム
で
す
。

　
「
ア
ー
ス
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

　
テ
ム
」
の
短
所
は

建
物
は
次
世
代
断
熱
性
能

　
が
必
要
で
す
。

急
な
冷
暖
房
が
で
き
ま
せ

　
ん
。

夏
期
の
窓
に
は
日
よ
け
が

　
必
要
な
こ
と
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

高

橋
監
理
、
〒

―

埼
玉
県

春
日
部
市
豊
野
町
２
の

の

１
、

０
４
８
・
７
３
７
・

７
３
７
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８

・
７
３
７
・
０
８
０
０

担
当

高
崎
　
高
橋

　
日
ご
ろ
書
き
留
め
た
俳
句

や
短
歌
の
力
作
が
、
「
並
製

ア
ジ
ロ
Ｂ
六
判
　

貢
　

万
円
か
ら
」
と
い
う
料
金
で

本
に
で
き
ま
す
。

　
書
籍
や
雑
誌
な
ど
編
集
企

画
、
印
刷
に
実
績
を
持
つ
当

社
が
句
集
や
歌
集
の
製
作
の

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
な
ど

お
客
様
の
様
々
な
ご
希
望
に

も
お
応
え
し
、
見
栄
え
の
あ

る
作
品
集
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
作
品
の
入
稿
か
ら
印
刷
・

製
本
・
発
送
ま
で
担
当
ス
タ

ッ
フ
が
き
ち
っ
と
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
自
費
出
版
が
初
め
て
の

方
も
安
心
し
て
お
任
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
ず
は
、
お
問
い
合
わ

せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

新
日

本
印
刷

、
〒

―

東
京

都
新
宿
区
山
吹
町
３
４
２
、

０
３
・
３
２
６
９
・
３
６

１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
５
２

６
１
・
７
５
０
５

　
大
阪
を
代
表
す
る
繁
華
街

・
ミ
ナ
ミ
の
道
頓
堀
に
地
ビ

ー
ル
が
存
在
す
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ビ

ー
ル
工
場
が
、
大
阪
の
芸
能

を
支
え
る
大
阪
松
竹
座
の
地

下
に
あ
る
と
い
う
と
い
う
こ

と
が
驚
き
で
す
　
写
真
左
　。

　
年
間
約
７
万
５
０
０
０

、
居
酒
屋
の
中
ジ
ョ
ッ
キ

約

万
杯
分
を
製
造
し
、
工

場
直
売
で
飛
び
切
り
の
鮮
度

の
よ
さ
を
武
器
に
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

道
頓
堀
地
ビ
ー
ル

は

副
原
料
を
一
切
使
わ
な
い
麦

芽
１
０
０
％
で
醸
造
技
師
の

惣
那
智
世
さ
ん
は
、
「
熟
成

工
程
の
後
で
濾
過
し
な
い
た

め
酵
母
が
生
き
て
お
り
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
群
や
ミ
ネ
ラ
ル
が

豊
富
に
ふ
く
ま
れ
て
い
て
、

和
食
が
引
き
立
つ
よ
う
麦
の

味
は
、
し
っ
か
り
さ
せ
つ

つ
、
余
分
な
炭
酸
な
ど
は
加

え
て
い
な
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
四
季

自
然
喰
処
た
ち
ば
な
」
を
併

設
し
１
９
９
６
年
に
設
立
し

ま
し
た
。
品
質
管
理
上
、
業

務
用
樽
生
ビ
ー
ル
だ
け
を
扱

い
同
店
を
は
じ
め
、
関
西
の

飲
食
店
約

店
舗
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

道
頓

堀
麦
酒
醸
造

、
〒

―

大
阪
市
中
央
区
道
頓
堀
１
の

９
の

大
阪
松
竹
座
地
下
２

階
、

０
６
・
６
２
１
１
・

５
８
２
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
・

６
２
１
１
・
５
１
４
８

担
当

ビ
ー
ル
醸
造
技
師
　

忽
那
智
世
く
つ
な
と
も
よ

　
Ｓ
ａ
ｆ
ｔ
ｙ
Ｒ
ｅ
ｃ
は

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
軽
に

使
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い

か
ら
開
発
し
た
ｉ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ
用
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

で
、
運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
診

断
し
て
く
れ
る
画
期
的
な
ｉ

ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
ア
プ
リ
で
す
。

　
ｉ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
と
、

加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し

安
全
運
転
が
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
を
点
数
で
評
価
し
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
動

作
を

ス
ム
ー
ズ

ブ
レ

ー
キ

停
止

右
左

折

ハ
ン
ド
ル

の
５
つ

の
評
価
基
準
に
分
け
、
そ
の

安
全
運
転
の
度
合
い
を
各
項

目

点
満
点
、
合
計
１
０
０

点
満
点
で
診
断
し
ま
す
。

　
速
度
に
応
じ
た
丁
寧
な
ハ

ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
操
作

を
行
う
こ
と
で
、
高
得
点
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
Ｓ
ａ
ｆ
ｔ
ｙ
Ｒ
ｅ
ｃ
」

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

最
適
な
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
体

感
で
き
る
、
画
期
的
な
ｉ
ｐ

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
ア
プ
リ
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

デ

ー
タ
・
テ
ッ
ク
、
〒

―

東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
４
の

の

、

０
３
・
５
７
０

３
・
７
０
６
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

３
・
５
７
０
３
・
７
０
６
３

担
当

田
口
旬
一

　
家
や
道
路
を
造
る
時
、
今

で
は
ご
く
一
般
的
に
使
わ
れ

て
い
る
壊
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
再
利
用
し
た
再
生
砂
利

や
再
生
砂
。
実
は
近
年
の
研

究
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
を

細
か
く
砕
く
と
、
１

当
た

り
な
ん
と
９

も
の
Ｃ
Ｏ

２
を
吸
収
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
再
生
品
に
は
良

い
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
時
に
は
再
生
砂
利
・
砂

に
は
発
ガ
ン
性
物
質
の
六
価

ク
ロ
ム
が
環
境
基
準
を
超
え

て
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
初
野
建
材
工
業
で
は
、
こ

れ
ら
を
安
心
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
東
京
工
科

大
学
　
杉
山
友
康
教
授
と
の

共
同
研
究
で
六
価
ク
ロ
ム
浄

化
剤

再
生
６
出
な
し

を

開
発
し
、
特
許
も
取
得
済
。

　
気
に
な
る
方
は
弊
社
ま
で

サ
ン
プ
ル
を
お
送
り
く
だ
さ

い
。
無
料
で
六
価
ク
ロ
ム
濃

度
を
測
定
い
た
し
ま
す
。

　
土
壌
汚
染
に
も
対
応
可
能

で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

初
野

建
材
工
業

、
〒

―

埼

玉
県
川
越
市
宮
元
町

の

１
、

０
４
９
・
２
２
４
・

５
１
３
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
９

・
２
２
４
・
５
２
０
９

担
当

初
野
直
樹

　
ラ
ベ
ル
の
貼
り
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
南
勢
小
橋
電
機

で
は
、

今
ま
で
に
無
か
っ
た
員
数
管

理
の
で
き
る
ラ
ベ
ル
剥
離
機き

は
く
り

Ｐ
Ｏ
Ｍ
を
販
売
中
で
す
。

　
事
前
に
設
定
し
た
枚
数
を

ブ
ザ
ー
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
点
灯
機
能

で
通
知
し
、
貼
り
忘
れ
を
防

止
し
ま
す
。

　
ラ
ベ
ル
を
台
紙
か
ら
は
が

し
、
取
り
や
す
い
状
態
で
待

機
し
、
計
数
カ
ウ
ン
タ
ー
で

ラ
ベ
ル
枚
数
と
生
産
台
数
が

照
合
で
き
る
機
能
付
き
で
、

ラ
ベ
ル
の
張
り
忘
れ
防
止
と

作
業
工
数
の
削
減
が
で
き
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
進
化
し
た
ラ
ベ

ル
印
字
機
能
と
台
紙
巻
き
取

り
機
能
を
付
加
し
た
製
品
も

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

　
ラ
ベ
ル
貼
り
付
け
で
お
困

り
の
際
は
、
ま
ず
は
お
問
い

合
わ
せ
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

南
勢

小
橋
電
機

、
〒

―

三

重
県
度
会
郡
南
伊
勢
町
飯
満

５
７
３
の
３

０
５
９
９
・
６
６
・
２
３

５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ワ
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
は
、
世

間
で
多
発
し
て
い
る
暴
力
行

為
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
器

具
「
さ
す
股
」
の
新
製
品
を

発
売
し
ま
し
た
。

　
こ
の
さ
す
股
は
「
市
民
を

守
る
・
顧
客
を
守
る
・
社
員

を
守
る
・
家
族
を
守
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、
例
え
ば
刃
物
を
持
っ

た
暴
漢
な
ど
に
立
ち
向
か
わ

ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
緊
急

事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
、
素

手
だ
と
大
変
危
険
で
と
て
も

戦
う
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
場

合
に
、
手
元
に
こ
の
さ
す
股

が
あ
れ
ば
大
変
心
強
い
と
思

い
ま
す
。

　
同
製
品
は
ア
ル
ミ
製
の
た

め
軽
量
で
丈
夫
に
で
き
て
お

り
、
長
さ
が
１
８
４
５

あ
る
た
め
刃
物
を
振
り
回
す

よ
う
な
暴
漢
で
も
相
手
に
触

れ
る
こ
と
な
く
取
り
押
さ
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
幅
は
４
７
５

で

取
り
押
さ
え
ら
れ
る
と
身
動

き
で
き
な
い
サ
イ
ズ
で
す
。

　
す
で
に
、
東
京
メ
ト
ロ
や

教
育
機
関
な
ど
に
納
入
さ
れ

て
お
り
大
変
扱
い
や
す
い
と

好
評
で
す
。
こ
の
さ
す
股
を

常
に
職
場
な
ど
に
納
入
さ
れ

て
お
く
こ
と
で
痛
ま
し
い
事

件
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と

が
で
き
、
社
会
的
弱
者
で
あ

る
子
供
や
女
性
、
ま
た
日
頃

危
険
な
目
に
あ
う
可
能
性
の

あ
る
職
場
の
人
に
対
し
て
、

緊
急
事
態
か
ら
身
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

で
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
の
職
場

に
も
１
―
３
本
、
備
え
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
さ
す
股
」
は
、
カ
バ
ー

な
し
定
価
１
万
円
、
カ
バ
ー

付
き
定
価
１
万
２
０
０
０

円
。
日
本
製
。

い
ず
れ
も

税
別
・
送
料
別

。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ワ

コ
ー
パ
レ
ッ
ト
　
防
犯
機
器

課
、
〒

―

大
阪
市
西
区

南
堀
江
３
の

の

、

フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・

７
２
２
・
８
５
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（ ） 【友の会】 ２０１２年 平成２４年 ８月１０日 金曜日 　　

　
華
飾
材
の
総
合
メ
ー
カ
ー

み
は
し

で
は
、
国
土
交
通

大
臣
　
不
燃
材
認
定
を
取
得

し
て
い
る
「
サ
ン
メ
ン
ト
セ

ラ
Ｃ
Ｅ

内
装
用
／
認
定
番

号
：
８
５
７
８

と
Ｅ
Ｘ
Ｎ

外
装
用
／
認
定
番
号
：
Ｎ

Ｍ
―
３
０
０
３

」
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
サ
ン
メ
ン
ト
セ
ラ
Ｃ
Ｅ

内
装
用

は
、
セ
ラ
ミ
ッ

ク
系
人
工
木
材

ケ
イ
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
系

、
主
成
分
に

約
１
０
０
０
℃
の
高
温
に
も

耐
え
る
防
火
性
能
の
高
い
高

純
度
ゾ
ノ
ト
ラ
イ
ト
を
含
ん

で
お
り
、
構
成
物
質
に
ア
ス

ベ
ス
ト

石
綿

な
ど
全
く

含
ま
な
い
安
心
し
て
使
用
で

き
る
内
装
用
不
燃
装
飾
部
材

と
し
て
、
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

材
か
ら
壁
面
パ
ネ
ル
ま
で

写
真
右

全
１
０
５
点
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ン
メ
ン
ト
セ
ラ

Ｃ
Ｅ
は
特
注
形
状
に
も
対
応

が
可
能
で
、
公
共
施
設
、
宿

泊
施
設
、
商
業
施
設

写
真

左

、
医
療
施
設
、
住
宅
な

ど
あ
ら
ゆ
る
建
築
の
内
装
材

と
し
て
幅
広
く
活
用
で
き
る

製
品
で
す
。

　
次
に
「
サ
ン
メ
ン
ト
セ

ラ
」
Ｅ
Ｘ
Ｎ

外
装
用

は
、
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
系

石
英
、
セ
メ
ン
ト
、
セ
ル

ロ
ー
ス
な
ど

、
ひ
び
割
れ

現
象
が
お
こ
り
に
く
く
堅
牢

で
、
反
り
や
歪
み
な
ど
、
寸

法
や
形
状
の
変
化
が
起
こ
り

に
く
く
、
ア
ス
ベ
ス
ト

石

綿

や
Ｖ
Ｏ
Ｃ

揮
発
性
有

機
化
合
物

な
ど
を
全
く
含

ま
な
い
安
全
な
製
品
で
す
。

　
さ
ら
に
、
耐
候
性
、
耐
久

性
な
ど
外
装
に
求
め
ら
れ
る

条
件
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、

外
装
用
不
燃
装
飾
部
材
と
し

て
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
材

点

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
主

な
使
用
部
位
は
、
廻
り
縁
、

化
粧
垂
木
、
化
粧
梁
、
飾
り

窓
枠
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
な
ど
に

多
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
使
用
目
的
に
応
じ
て
選
定

で
き
る
、
不
燃
装
飾
部
材

「
サ
ン
メ
ン
ト
セ
ラ
Ｃ
Ｅ
、

Ｅ
Ｘ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
」
は
検
索

サ
イ
ト
よ
り
「
サ
ン
メ
ン
ト

セ
ラ
」
を
検
索
、
ま
た
は
、

み
は
し

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　に
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求

無
料

　
お
問
い
合
わ
せ
先

み
は

し

、
〒

―

埼
玉
県
和

光
市
白
子
３
の

の

０
４
８
・
４
６
４
・
０
３

８
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
・
４

６
６
・
１
０
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


